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―児童生徒の文化的課題に着目して―
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The Issues of Lesson Design in Social Studies for Foreign School Children: 
Focusing on the Tasks of Their Culture

Ryosuke Minamiura

Abstract: This article has two aims.　Firstly, inquiring the characteristic of the design of 
social studies lessons for foreign school children in Japan through the analysis of their 
textbooks.　Secondly, inquiring the issue of the design and teaching perspective through 
the results of analysis above.　Results of analyzing four publishing textbooks, they are 
classified into three types: 1) The type of understanding host culture, 2) The type of using 
their mother culture, and 3) The type of mutual understanding.　Mostly are classified as 
type 1), then as type 2).　The background of these results, it is implicated that the lessons 
of social studies for foreign school children are formed as compensatory education.  
However it has a possibility forming assimilative education.　We will need to the theory 
forming integral education of social studies.
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１．問題意識と目的

　これまで，日本の教育実践および教育学研究は，日
本で生まれ，日本語を話し，日本社会の中でその文化
を体得しながら成長するという人間モデルを前提とし
ていた。こうした単一の言語・文化として成立する子
ども観は，外国人児童生徒の増加によって覆される。
　社会科教育の領域では，これまで，「何のために，
何を，どのように教えるのか」という教育目標・内容・
方法の側面から理論構築，実践が行われてきた。この
文脈では，教育の対象である「子ども」はある程度均
一の存在としてみなされてきた。しかし，外国人児童
生徒の増加による子ども観の多様化により，社会科教
育はこうした均一化した子どもに対するものではな

く，「『誰に』教えるのか」という学習の対象者の個別
性という新たな視点を持って授業実践が求められる。
　学習対象者の個別性という観点から外国人児童生徒
を考えたとき，これまでの均一化された子ども観によっ
て構築された社会科授業は以下の２点で困難である。
　１つは，「言語的課題」であり。これは，社会科授
業で用いられる言語が抽象的で高度な認知度が求めら
れることに起因する課題である（例えば，Cummins 
& Swain, 1986）1）。もう１つは，「文化的課題」であり，
これは，社会科授業が当該社会の所属する文化的文脈
に強く影響されていることに起因する課題である（例
えば，Weisman & Hansen, 2007）2）。
　外国人児童生徒のための社会科授業の研究は，これ
まで主として日本語教育学の領域で進められ，彼らの
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学習上の言語的課題の具体的事実とその解決方法につ
いての研究（例えば，早野他，2008）が進められてきた。
　そうした研究成果にもとづき，外国人児童生徒のた
めの社会科授業も事例としてデザインされ，一定程度
の蓄積が見られるようになってきた。授業が蓄積され
はじめた現在，こうした授業デザインの特質と課題を
検討していく必要があろう。それは，よりよい授業実
践のための視点構築の示唆に繋がる。以上の問題意識
から小論では，特に次の２点を明らかにすることを目
的とする。
目的１　日本における外国人児童生徒のための社会科

授業の多くは，どのような形でデザインされている
のか，そのデザインの特質を明らかにすること。

目的２　目的１で明らかにした特質のようなデザイン
がなぜされるのか，その背景にある外国人児童生徒
に対する社会科授業の考え方・ディスコース（言説）
を考察し，そこに存在する課題を指摘すること。

２．研究の視点と方法

2-1．文化の媒介物としての社会科授業
　小論では，「文化化」という視点から，「どのような
授業を行うと，どのような社会認識が身につくのか」
という視点で分析を進める。
　文化化（enculturation）とは，「ある社会に生まれ
育つ個人が，その社会の言語および非言語的行為を媒
介とし，模倣と発見・創造の反復を通して，社会的生
存の戦術としての行動方法を自分なりのやり方で身に
つけていく社会的・文化的過程」（江淵，1997：22）
のことをいう3）。換言すれば，文化化とは，所属する
文化の諸体系に影響を受けた「ものの見方・感じ方・
考え方」の形成過程であるといえる。
　教育は，一般的に「文化を伝達する」作用があると
いわれる（コール，2002；佐伯，1995）。社会科の教
育内容や授業も，学習者が当該社会を認識し，その中
で主体的に生活するスキル育成を担い，所属集団の文
化を伝達する媒介物であるといえる。しかし，外国人
児童生徒らの場合，彼らは両親（またはどちらか一方）
によって育まれた母文化と，日本社会というホスト文
化という２つ（乃至はそれ以上）の所属文化を持って
いる。また，この２つの文化は彼らの中で単に併存し
ているわけではなく，２つの文化のうちどちらかが優
位であったり，葛藤状態であったりと多様な状態であ
る。発達途上にある子どもは，母文化のみを十分に内
在化しているとは言えず，単に自文化＝母文化とは捉
えることはできない。児童生徒の中で母文化とホスト
文化は変化し流動する。

　社会科教育が児童生徒の文化化のエージェントの一
端を担うのであれば，そこで取り扱われる教育内容や
授業方法の在り様もまた，彼らの二文化の状態に影響
を及ぼすものの１つだと見なすことができる。
2-2．児童生徒の流動的二文化のタイプ
　こうした状態を把握するためには，Berry（1984）
の枠組みが有効である。Berry（1984）は，「少数集
団の文化的アイデンティティの保持に価値を置くかど
うか」と，「ホスト文化集団との関係に価値を置くかど
うか」の２つの基準の組み合わせから，二文化並存状態
の在り様を「統合（integration）」「同化（assimilation）」

「離脱（segregation）」「境界化（deculturation）」とい
う４つのタイプに分けている。
　「統合」とは，文化的アイデンティティと特徴が保
たれ，かつ，ホスト文化との集団との関係が保持され
ている状態である。「同化」とは，文化的アイデンティ
ティと特徴は保持されていないが，ホスト文化集団と
の関係が保持されている状態である。「離脱」とは，
文化的アイデンティティと特徴は保持されているが，
ホスト文化集団との関係は保持されていない状態であ
る。「境界化」とは，文化的アイデンティティと特徴
が保持されておらず，かつホスト文化の集団との関係
も保持されていない状態である。
　この考え方を基にして，外国人児童生徒のための授
業のデザインのされかたの違いが，どのような文化化
の状態を指向させるものとなっているのかを考察する。
2-3．分析対象
　分析対象は外国人児童生徒が取り出し授業等で使用
することを想定した社会科教育と日本語教育の統合テ
キストおよびカリキュラムの計４冊に見られる実践事
例の計45事例である。これらテキストや実践事例に提
示される授業は，その制作者が意図する授業像が表現
されたものと見なすことができる。そのため，外国人
児童生徒教育における社会科授業の目的がどのような
ものかをはかるために適していると考えられる。
　４冊のテキストおよびカリキュラムとは次の通り。
　（1）�文部省（1995a）『日本語を学ぼう３』（実践事例：

４事例，および文部省，1995b,『日本語を学ぼ
う３　教師用指導書』）

　（2）�文部科学省（2003）『学校教育における JSL カ
リキュラムの開発について〈最終報告〉』（実践
事例：５事例）

　（3）�JSLカリキュラム研究会＆齋藤ひろみ（2005）『小
学校「JSL 社会科」の授業作り』（実践事例：
20事例）

　（4）�文部科学省（2007）『学校教育における JSL カリ
キュラム〈中学校社会科〉』（実践事例：16事例）
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　各テキストの単元の概要は論文末尾に示した。
2-4．分析方法
　まず，４冊のテキストの中に掲載されている各課の
本文や指導の手引き，または各事例の指導案の文章を
一文単位，もしくは談話単位で区切り，質的分析を行っ
た。ここではそれぞれの文章が持つ意味をコード化し，
取り扱われる教育内容を抽出し，概念化した。
　なお，分析は次の視点で行った。外国人児童生徒の
教科指導の基本原則として，Content Based Instruction

（CBI：内容重視の教授法）という方法がある。これは，
価値ある興味深い内容を学習者に与えることで，言語
と概念の両方の発達を目指す考え方であり，子どもを
対象とした場合，この「価値ある興味深い内容」は教
科学習に相当するといわれる（Snow, et al. 1992）。こ
うした観点から，社会科における教科内容と方法，第
二言語教育における内容の関係を示したものが図１で
ある。

　図１では学習の主体である学習者を右に，学習の対
象となる社会（①）を左に，対象となる社会を学習者
が理解したり，参加したりするアプローチを矢印（②）
で示した。社会認識教育にとって，①は学習内容であ
り，②は学習方法に相当する。第二言語教育にとって
は，②が学習内容となり，①がそのための学習の手段
としての題材である。つまり，CBI の考え方では①を
学ぶことが社会認識教育の側面をもち，そのためのア
プローチとなる②を学ぶことが，第二言語教育の側面
を持つという，相互補完的な関係を形成している。
　このように①の「社会認識内容」と，②の「学習過
程」の特質を抽出し，さらに①と②の関係から授業デ
ザインの特徴を考察した。
　テキストの分析後，それぞれの事例を，授業が持つ
目的，および目的達成のために扱われる内容や教材の
観点からタイプ別の分類を行った。また，それらのタ
イプに当てはまった実践事例数の割合を量的に検討し
た。その結果に基づいて，なぜ当該タイプの授業が多
いのか，外国人児童生徒の社会科授業をデザインする
際の背後に存在する考え方を考察した。

３．分析結果

3-1．社会科授業デザインの３タイプ
　まず，分析および分類の結果明らかになった，授業
のタイプを示す。
　45の実践事例は，「ホスト文化理解型」「母文化手段
型」「母文化・ホスト文化相互理解型」の３つのタイ
プに大別することができた。

　「ホスト文化理解型」とは，授業目的が日本の社会
の理解を中心に置かれたものである。また，そのため
の教材も日本の社会的事象が扱われている。
　「母文化手段型」とは，授業目的は日本の社会の理
解に置かれているが，そのための理解の手段として，
児童生徒の既知の母国の事象の知識と関連付けを行う
ことで，日本社会の理解を促進させようとしている。
　「相互理解型」とは，日本と母国の社会事象を関連
付け，相互の社会の関係性の理解や，それぞれの社会
の理解を促そうとしているものである。教材もそうし
た日本と母国の社会の関係に焦点を当てている。
　45事例のタイプ別の割合は「ホスト文化理解型」が
31事例（68.9%），「母文化手段型」が８事例（17.8％），

「相互理解型」が２事例（4.4%）であった。なお，こ
の３つのタイプに当てはまらなかった事例が４事例検
出されたが，これらは本研究の目的の対象外となるた
め，分析結果からは除外した4）。
　事例総数の中では，「ホスト文化理解型」がほかの
２つのタイプに対して圧倒的に多い結果となった。
　次に，分類された３つのタイプの授業デザインが具
体的にどのような形になっているのか，タイプ別に事
例を用いて示す。
3-2．�ホスト文化理解型の社会科授業：「食料の輸入」

の場合
　まず，１つ目のタイプである「ホスト文化理解型」
の例として『日本語を学ぼう３』（文部省，1995a）の

図１　CBI による社会認識教育と第二言語教育の関係
（筆者作成）

表１　分析した授業の３つのタイプ

注）数字は授業事例の数を示している。
テキストⅠ：文部省（1995）
テキストⅡ：文部科学省（2003）
テキストⅢ：JSL カリキュラム研究会・齋藤ひろみ（編）（2005）
テキストⅣ：文部科学省（2007）
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第23課である「食糧の輸入」を挙げる。この課の本文
とその内容確認の箇所，そして指導の手引き（文部省，
1995b：106-109）を分析し，次頁表３に本文記述か
ら抽出した社会認識内容を示し，表４に指導の手引き
から，学習過程とその中で保障されると考えられる社
会認識内容を示した。
　まず，課の本文である。この本文で保障される社会
認識内容は，表３のように以下のものである。
・日本の水産業の盛んさ
・日本は水産業が盛んだが，水産業従事者は少ない
・日本は技術が発達し，大量に生産する
・日本は輸入も多い
・日本は食料全体として輸入が多い
　このような社会認識内容から，この課では「技術の
発達した日本の水産業・食料生産の特徴」を学ばせよ
うとしていることがわかる。
　展開１（表３中の項１）は，本文の記述にもとづく
社会認識内容についての学習が中心である。ここでは，
まず，世界地図中における日本の位置の確認が行われ
る。続いて，「～業」「～物」の意味の理解を行った上
で，日本では，水産業が盛んな産業として挙げられる
ことを読み取る。また，日本の水産業や農業は，工業
や商業に比べては労働人口が少ないことを理解する。
　展開２では，文章中の「消費」「生産」「追いつかな
い」等の表現の社会科的文脈での意味の理解を，具体
的な絵やグラフなどから理解し，続く展開３で，水産
業が発達しているにもかかわらず，従業者数が少なく
てもかまわないのは，日本では，こうした産業での技
術が発達していることによることを理解する。また，
そうした事柄を，えびの輸入の事例から具体的に理解
させようとしている。
　展開４で内容正誤問題を確認しながら「日本の水産
業やその他の産業の特徴」を復習する。
　この後，こうした内容の理解を踏まえて，重要語彙
や表現の練習，漢字の理解についての学習が続く。
　以上のような社会認識内容と学習過程の関係を図化
すると，次のようになる。

　このように，「食料の輸入」では，水産業や食料生
産といった日本の社会的事象の理解を教育内容にし

て，読解を中心にした活動を通してそれらを理解させ
ている。さらにそうした内容をもとにして語彙や表現
の学習を行おうとしていることがわかる。
3-3．�母文化手段型の社会科授業：「天下統一への歩み」

の場合
　次に，２つ目のタイプである「母文化手段型」の例
として『JSL カリキュラム中学校版』（文部科学省，
2007）の歴史的分野授業事例Ｂの「天下統一への歩み」
を挙げる。
　本事例は，4-2で取り扱った事例と異なり，単元と
しての構成が取られている。単元自体は「戦国の世の
中とヨーロッパ人の来航」という，一般的な歴史授業
の単元の構成である。したがって，単元は，
　（1）日本の戦国時代の関心の想起。
　（2）�戦国時代についてヨーロッパの大航海時代の様

子と関連づけての理解。
　（3）日本の戦国時代の統一過程の理解。
　（4）�ヨーロッパとの関わりをもとにした，織豊政権

の政策の理解。
　（5）朝鮮出兵についての理解。
　（6）当時の文化の理解。
という，戦国時代・織豊政権をヨーロッパの大航海時
代の影響と関連づけて理解することである。
　ここでは，単元展開のうち，具体的事例としての授
業展開例が示されているのは，上の（1）～（4）を扱った
部分である。ここでは，ポルトガル語・スペイン語を母
語とする南米にルーツを持つ外国人生徒を対象として
想定し，授業展開例として示されている。これを社会
認識獲得の観点からまとめたのが，次頁の表４である。
　まず，導入では，日本の外来語の多くにスペイン語・
ポルトガル語由来のものがあることを知るところから
学習が始まる。ここでは，スペイン・ポルトガル語が
世界各地で使われていること，日本語の外来語として
定着している彼らの母語の語彙をもとに，学習内容と
母国の事項を関連づけようとしている。
　次に，展開部では，なぜスペインやポルトガル語が
日本語となったのか，その理由に気づかせることを通
して，ヨーロッパの大航海時代の中で，スペイン・ポ
ルトガルが世界各地に進出していく様子を理解させよ
うとしている。その後，ヨーロッパの進出が日本に与
えた影響について理解する。ここでは，鉄砲伝来・キ
リスト教の布教が日本へ与えた影響を，図版資料を用
いた戦国時代の戦の様子，織田信長の業績などの読み
取りを通して理解させようとしている。最後に，終結
として，学習した内容を，カードに記述し，それを世
界と日本の出来事に分類しながら理解し，それを発表
させることで，理解内容の言語化を促し，言語学習と

図２　「食料の輸入」の構造



外国人児童生徒のための社会科授業デザインの現状と課題―児童生徒の文化的課題に着目して―

― 57 ―

表２　「食料の輸入」（文部省，1995a, b）の本文記述と社会認識内容

（文部省，1995a：100-101をもとに筆者作成）

表３　「食料の輸入」（文部省，1995a, b）の学習過程と社会認識内容

（文部省，1995b：106-109をもとに筆者作成）
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表４　「天下統一への歩み」（文部科学省，2007）の学習過程と社会認識内容

（文部科学省，2007：97-100より筆者作成）

表５　「高度成長期以降の社会」（文部科学省，2007）の学習過程と社会認識内容

（文部科学省，2007：117-128より筆者作成）
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しての内容の保障を行っている。
　以上のような，単元レベル・授業レベルの社会認識
内容・授業過程の関係を図化したものが図３である。

　図３のように，この単元は日本の戦国時代の統一過
程の理解を目的とし，そのために，ヨーロッパの大航
海時代の様子や，それが日本に与えた影響を関連づけ
ようとしていることがわかる。これは，授業レベルで
も同様で，児童生徒らの母文化と日本との関連（ここ
では母語と日本語外来語の関係）を理解させ，それを
もとにして，戦国時代の時代的変化や出来事に現れる
ヨーロッパの影響の理解を促進させようとしているこ
とがわかる。また，学習の最後には，理解事項の言語
化を図るようにしている。
　このように，本事例は，単元レベルでも，授業レベ
ルでも，日本の歴史的事象の理解を促すために，母国
の歴史的事象や文化を関わらせる構造になっている。
3-4．�相互理解型の社会科授業：「高度成長期以降の社

会」の場合
　３つめのタイプの例として，『JSL カリキュラム中
学校版』（文部科学省，2007）の公民的分野授業事例
Ａの１つである，「高度成長期以降の社会」を挙げる。
　この授業も，4-3の例と同様に，単元構成が取られ
ている。この単元は，公民的分野の最初の導入単元と
して位置づけられているもので，在籍学級でも同様の
導入単元が存在する。
　ここでは，「現代日本の発展過程と国際化の進展の
あらまし」を理解していくことを中心目標として置き，
それぞれの生徒が課題設定をして，追求し，ポスター
セッション形式で発表する単元構成がとられている。
　この授業事例は，そうした単元のうちの前半部の課
題をたてて探究しはじめる部分までの授業事例が掲載
されている。そうした授業過程を社会認識獲得の観点
からまとめたものが先に掲載した表５である。この授
業過程は，多くが生徒の関心に沿って課題設定を建て
るようになっているため，表５に掲載したものはあく

まで課題例である。ただし，この例からは授業デザイ
ン者が想定する授業を読み取ることが可能である。以
下で授業過程を概観する。
　まず，授業の事前学習で，生徒の両親等から，1960～
70年代の母国の様子の聞き取りをして，聞き取りの経
験をつけさせておく。授業の直接的な導入部では，戦
後の日本の様子について，資料を用いて理解させる。
　次に，展開部で，現代までの家電品の変遷から，そ
れらの持つ社会的な意味や歴史的意義を理解させる。
その例として，携帯電話を取り上げ，その発展や社会
的影響を日本と母国で比較しながら考察させている。
　こうした導入部や展開部での身近な製品の変遷や，
それらの社会的な意味の考察をもとにして，現代社会
と生活の関係について，生徒自らが課題を立てて探究
する。課題例では，「家電品の普及状況」のほか，「生
活の変化や職業の実態」「国際社会や国際交流の状況」
について，1960代～70年代の両親の日本と母国との比
較，現代の日本と母国との比較など，時間的空間的な
比較を通して探究するなどが示されている。
　また，これらの学習で用いられる重要語彙は，カー
ドにしてその都度蓄積され，必要に応じて再確認出来
るようになっている。
　以上のような，単元レベル・授業レベルの社会認識
内容・授業過程の関係を図化したものが図４である。

　このように，この実践事例は母国の身近な製品や生
活の変遷と日本のそれとの比較から，日本と母国の相
互の変化や関係，それぞれの社会での意義について理
解することを目的とした学習となっている。

４．考　察

4-1．外国人児童生徒の社会科授業デザインの特質
　分析結果から，分析した45事例は，母文化とホスト
文化の取り扱われ方を基準にして，「ホスト文化理解
型」「母文化手段型」「相互理解型」の３つに大別され
た。中でも，多いのが，「ホスト文化理解型」であった。
これらをまとめたものが表６である。

図３　「天下統一への歩み」の構造

図４　「高度成長期以降の社会」の構造
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　ホスト文化理解型（①）のタイプの授業は日本の社
会を理解することを目的としていることが特徴である。
　母文化手段型（②）のタイプの授業は，日本の社会
を理解することを中心の目的とし，その理解の促進の
ために，手段として児童生徒の母文化を扱おうとして
いることが特徴である。
　相互理解型（③）のタイプの授業は，日本の社会を
理解することだけが目的ではなく，母国の社会の理解
も目的であり，その相互の関連を理解させようとして
いることが特徴である。
　２で提示した，文化化のエージェントとしての社会
科授業，および Berry（1984）の文化化の枠組みから
こうした３つのタイプを見ると，それぞれの授業の目
的から，外国人児童生徒の文化化の促し方を考えると，
次のように示すことができる。
　まず，①は，日本社会の理解が目的であり，かつ，
母文化の事象が扱われることは全くない。このタイプ
の授業によって保障される認識はホスト社会日本の事
象のみである。したがって，児童生徒らは同化的な方
向へ社会認識形成が促されていくことになる。
　次に，②は，日本社会の理解が目的であり，手段と
して母文化の事象が扱われる。しかし，このタイプも，
手段として母文化が扱われることに留まり，授業の目
的は，あくまで日本社会の理解である。そのため，同
化的な方向へ社会認識形成が促されていく恐れは強い。
母文化の理解自体は目的とされていないからである。
　最後の③は，日本社会の理解も行われるが，母文化
の社会についての理解も学習する対象として並列に扱
われている点で，上の２つのような一方向への同化的
社会認識形成とはタイプを異にしている。③は，一活
動のみの構成であり，十分な社会認識内容を深めてい
くものには至っていないが，こうした活動のあり方は，
統合的な方向への社会認識形成を促す契機となりうる。
4-2．外国人児童生徒の社会科授業のディスコース
　分析テキストの１つであった「JSL カリキュラム」

（文部科学省，2003, 2007）でも児童生徒の文化的背景
や文化的知識を学習に組み込んでいくことは明記され

ている（例えば，文部科学省，2007：７）。また，外
国人児童生徒の母文化を保持し，バイカルチュラルな
資質を育成していくことの重要性も，外国人児童生徒
の教育の分野では多く言及されている。
　しかし，実際には多くの事例が，同化的社会認識を
形成していくような授業となってしまうのはなぜか。
　例えば，伊東（1999）では，外国人児童生徒のため
の，取り出し教室における教科指導の役割として，「在
籍学級での教科学習を支援するため」「教科内容をよ
り分かりやすくするための予習的指導」（p.39）を挙
げている。外国人児童生徒のための教科教育は，この
ように，在籍学級での学習を理解するための補償教育
という位置づけがなされているのが現状である。この
点，分析テキストⅢの JSL カリキュラム研究会＆齋藤

（2005）では，学習内容の決定ついて「在籍学級での
学習進度に合わせて学習内容を選択する，あるいは，
子どもの社会科の力に合わせたオリジナルの社会科プ
ログラムを作成してそれに沿って内容を決定するとい
う，大きく２つの考え方があると思います。子どもに
とっては後者が理想的ですが，現状では条件が整わな
い限り後者の形で授業を行うことは難しいでしょう」

（p.26）と述べる。
　このように，外国人児童生徒の学習では，言語的課
題という，「日本語が分からないことによって在籍学
級での学習に参加できない」という，可視的で緊急を
要するが課題が眼前にある。そのため，在籍学級での
学習への参加，そのための支援，という補償教育的な
文脈が取り出し教室における教科指導では強いディス
コース（暗黙の前提）となるのだと推察される。これ
は，受験という進学問題，専門教員の加配などの教育
政策問題，学校内の日本語学級の位置づけなどと関係
して，回避しようのない強固なディスコースとなると
考えられる。今回分析したテキストは，こうした課題
に対応することを第一に作成されたといえ，その側面
での成果は着実に挙げられている。しかし，社会科の
ように教育内容が文化と密接に関連する教科の場合，
補償教育的なディスコースのみでは同化的な学習と
なってしまう恐れを内包している。
　したがって，外国人児童生徒のための社会科教育に
は，日本社会の理解を目的とした同化的内容ではない，
より多文化に開かれた学習が必要となる。そのために
は２つの方法が考えられる。１つは，日本の社会科カ
リキュラムを多文化的カリキュラムへ変革していくと
いう方法である。もう１つは，外国人児童生徒を対象
とした取り出し授業において，日本・母国の社会双方
の理解やその関係の理解が目的とする，２つの文化を
統合的に理解していく授業を行うという方法である。

表６　�外国人児童生徒のための社会科授業デザインの
タイプと文化化の指向　　　　　　　　　　　
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現状を鑑みれば，前者もさることながら，後者の方法
を開発し，実行していくことも求められる。
　先の③のタイプ「母文化・ホスト文化相互理解型」
は，そうした後者の課題に答える事のできるタイプと
考えられるが，その実践事例は僅かであるし，分析し
た事例も，一活動の範疇を出ておらず，単元レベルで
はやはり同化的認識の形成に陥ってしまう恐れもあ
る。そのため，このような実践を開発していくための
授業デザインの理論の構築が必要である。

５．小　結

　小論の２つの目的は，次のように結論づけられる。
　目的１については，日本の外国人児童生徒のための
社会科授業のデザインは，児童生徒に関わる２つの所
属文化への関わり方の観点から，大きく，「ホスト文
化理解型」「母文化手段型」「母文化・ホスト社会相互
理解型」の３つに分けられた。その中でも，事例の範
囲内では「ホスト文化理解型」がほとんどであった。
　目的２については，目的１で明らかにされた授業の
特質は，補償教育というディスコースのもとに，母文
化との関連を唱えながらも，テキスト・実践事例レベ
ルの分析では，その到達点が同化的社会認識へ至らせ
るものになっていることが指摘できた。
　ただし，小論では，限られたテキスト・実践事例レ
ベルの分析であるため，実際の教育現場の授業でも同
様の問題を内包しているという指摘は，推論の範囲に
留まらざるをえない。したがって，今後こうした仮説
の検証には，外国人児童生徒の教育に携わり，そこで
実際に彼らに社会科授業を施す教師たちの授業に対す
る価値観の調査なども必要である。
　外国人児童生徒の登場による，「誰に教えるのか」
という多元的学習者観の視座の出現は，すなわち，多
元的な学習目標観を持つことにつながる。そうした問
題提起を，小論は示唆しているといえよう。

【注】

１）例えば，「農業」という語彙は，日常会話で用い
られる頻度は少ない。また，私たちが英語の語彙

“agriculture”を理解できるのは，この語彙が示す
概念を母語である日本語の「農業」で理解できてい
るからである。年少時に来日し，母語でこうした語
彙の概念を獲得できていない場合，第二言語による
抽象的語彙の概念の習得は困難である。

２）例えば，「農業」という語彙は，単なる辞書的な
意味でなく，その歴史的背景や国際的関係といった，

日本社会の文化的文脈を含んで使用される。そのた
め，文化的文脈を共有できない場合は困難である。

３）「文化化」とは，文化人類学の用語である。社会科
教育学では従来こうした概念を社会化（socialization）
と呼んできた。これら２つはほぼ類似の概念である
が，小論では，外国人児童生徒の文化的問題を取り
扱うため，敢えて「文化化」という用語を用いる。

４）世界の概要や地域など，児童生徒らの二文化の問
題に限らない，世界的視野を育成する内容である。
しかし，小論の目的が，外国人児童生徒に関わる二
文化の問題に焦点を当てているため，分析からは外
した。
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